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『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
六
分
冊
（
馬
承
源
主
編
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0
0
七
年
七
月
）
に
は
、
楚
国
の
王
や
太

子
に
関
わ
る
文
献
が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の

内
の
『
平
王
奥
王
子
木
』
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

初
め
に
‘
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
六
分
冊
の
説
明
に

従
い
、
『
平
王
興
王
子
木
』
の
竹
簡
形
制
を
掲
げ
て
お
く
。
簡
数
は

全
五
簡
。
す
べ
て
完
簡
で
、
簡
長
三
三

叫

幅

〇
．

六

叫

厚

さ

〇
•

―
二

c
m。
両
道
編
綾
。
右
契
口
。
簡
頭
か
ら
上
契
口
ま
で
は

九
．
五

cm
。
上
契
口
か
ら
下
契
口
ま
で
は

一
五

cm
。
下
契
口
か
ら

簡
末
ま
で
は
八
．
五

cm
。
満
写
簡
で
、
上
下
に
留
白
は
な
い
。
字

数
は
各
簡
ニ
ニ
ー
ニ
七
字
、
計
百
十
七
字
。
篇
題
は
な
く
‘
「
平
主

輿
王
子
木
」
と
は
、
文
頭
の
語
句
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。

次
に
‘
竹
簡
の
接
続
に
つ
い
て
‘
釈
文
は
、

二
、
三
、
四
簡
が

序

.s 太
子
の

「知
」

『
戦
国
楚
筋
研
究

2
0

0

 
7
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号

〈総
四
十
五
号
）
）

I

上
博
楚
簡

厨白ー＇

連
続
す
る
と
説
く
が
‘

一
簡
と
五
簡
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
る
。

こ
れ
に
対
し
て
‘
凡
国
棟
は
、
第

一
簡
の
次
に
第
五
簡
が
入
り
、

全
体
と
し
て
通
読
で
き
る
と
説
く
。
筆
者
も
、
こ
の
説
に
賛
同
し
、

以
下
で
は
、
一
、
五
、
二
、

三
、
四
筋
と
い
う
接
続
で
、
全
体
を

解
読
し
て
み
た
い
。

な
お
、
第
一
筋
冒
頭
の
「
即
El

（
知
）
」
字
（
写
真
参
照
）
に
つ
い

て
、
釈
文
は
、
前
簡
（
残
欠
）
に
接
続
す
る
末
字
と
し
、
沈
培
は
、

『
平
王
問
鄭
壽
』
第
六
簡
末
尾
に
接
続
す
る
と
推
定
す
る
が
‘
陳

偉
は
、
本
編
の
篇
題
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
後
述
す
る
。

第
二
間
冒
頭
部

『
平
王
輿
王
子
木
』

平
成
十
九
年
十
二
月
五
七
ー
六
五
頁

且
i

房

湯

浅

邦

弘
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知。

『
平
王
輿
王
子
木
』
釈
読

ま
ず
‘
『
平
王
輿
王
の
原
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳

を
掲
げ
る
。
な
お
、
こ
こ
に
言
う
原
文
と
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
』
第
六
分
冊
の
原
釈
文
（
担
当
は
陳
倶
芥
氏
）
を
基
に
、

諸
氏
の
見
解
を
参
考
に
し
つ
つ
、
最
終
的
に
筆
者
が
確
定
し
た
も

の
で
あ
る
。
文
字
の
認
定
・
釈
読
に
問
題
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
後
の
語
注
で
解
説
を
加
え
る
。
ま
た
、
0
1
.
0
2
な
ど
の
数
字

は
竹
簡
番
号
、
「
匿
」
は
墨
釘
を
表
す
。

0
1
知
霞(•
H
I
)
°

競
平
王
命
王
子
木
至
城
父
、
過
申
、
煮
食

於
許
莫
、
成
公
幹
友

05
脆
疇
中
。
王
子
問
成
公
、
「
此
何
」
。

成
公
答
曰
‘
「
疇
」
。
王
子
曰
‘
「
貼
何
為
」
(
J
0
2
曰
、
「
以
種

麻
」
。
王
子
曰
‘
「
何
以
麻
為
」
。
答
曰
‘
「
以
為
衣
」
。
成
公

起
曰
‘
「
臣
牌
有
告
、
吾
先
君
0
3
荘
王
至
河
淮
之
行
‘
煮
食
於

許
莫
、
饂
菜
不
聡
。
王
曰
、
「
酪
不
去
皿
」
。
先
君
04
知
酪
不
去
皿
‘

臨
不
鎧
。
王
子
不
知
麻
、
王
子
不
得
君
楚
、
邦
國
不
得
。

競
平
王
、
王
子
木
に
命
じ
て
城
父
に
至
ら
し
む
。

申
を
過
ぎ
、
許
襄
に
煮
食
す
。
成
公
幹
友
、
略
中
に
脆
す
。

王
子
、
成
公
に
問
う
、
「
此
れ
何
ぞ
や
」
。
成
公
答
え
て
曰
く
、

「
疇
な
り
」
。
王
子
曰
く
、
「
疇
と
は
何
為
る
も
の
ぞ
」
。
曰

く
、
「
以
て
麻
を
種
う
る
な
り
」
。
王
子
日
く
、
「
何
を
か
麻

を
以
て
為
る
や
」
。
答
え
て
日

v、
「
以
て
衣
を
為
る
な
り
」
。

成
公
起
ち
て
日
く
、
「
臣
将
に
告
ぐ
る
こ
と
有
り
。
吾
が
先
君

荘
王
、
河
淮
の
行
に
至
り
、
許
莫
に
煮
食
す
る
に
、
饂
菜
、
謡
秀

か
ず
。
王
曰
く
、
『
酪
に
は
去
皿
せ
ず
』
。
先
君
、
酪
に
去
皿
せ
ず
、

饂
に
鉗
か
ざ
る
を
知
る
。
王
子
、
麻
を
知
ら
ず
。
王
子
、
楚

に
君
た
る
を
得
ず
、
邦
国
得
ら
れ
ざ
ら
ん
」
。

知
。
楚
の
平
王
は
、
王
子
木
（
建
）
に
命
じ
て
（
楚
の

北
辺
の
）
城
父
の
守
り
に
赴
か
せ
た
。
（
王
子
木
は
城
父
に
向

か
う
途
中
）
申
の
地
を
過
ぎ
‘
計
莫
の
地
で
食
事
を
取
っ
た
。

成
公
幹
友
が
麻
畑
の
中
に
座
っ
て
い
た
。
王
子
は
成
公
に
間

う
た
。
「
こ
れ
は
何
か
」
。
成
公
は
答
え
て
い
っ
た
。
「
麻
畑

で
す
」
。
王
子
は
言
っ
た
。
「
麻
畑
と
は
何
を
す
る
も
の
か
」
。

（
成
公
は
）
言
っ
た
。
「
麻
を
植
え
る
畑
で
す
」
。
王
子
は
言

っ
た
。
「
麻
で
何
を
作
る
の
か
」
。
（
成
公
は
）
答
え
て
言
っ

た
。
「
衣
服
を
作
る
の
で
す
」
。
成
公
は
立
ち
上
が
っ
て
言
っ

た
。
「
私
は
、
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
我
ら
が
先

君
の
荘
公
は
、
か
つ
て
河
淮
の
軍
役
に
際
し
て
、
（
あ
た
な
と

同
じ
く
）
許
霙
の
地
で
食
事
を
取
ら
れ
ま
し
た
が
、
肌
製
品

は
炊
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
そ
し
て
荘
）
王
は
お
っ
し
ゃ
い
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ま
し
た
。
『
発
酵
品
に
は
蓋
を
し
な
い
の
だ
』
と
。
（
こ
の
よ

う
に
荘
王
は
俗
世
の
細
か
な
こ
と
ま
で
ご
存
じ
で
）
発
酵
品

に
は
蓋
を
せ
ず
、
薫
製
品
は
炊
か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
そ
れ

な
の
に
）
王
子
は
、
麻
の
こ
と
さ
え
ご
存
知
で
な
い
。
王
子

は
、
楚
の
君
と
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
を
得
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
」
。

語
注
を
加
え
て
お
こ
う
（
注
2
)
0

冒
頭
の
「
知
」
字
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「
競
平
王
」
は
、
上
博
楚
簡
『
平
王
問
鄭
壽
』
の

様
に
見
え
る
。
「
競
」
字
に
つ
い
て
原
釈
文
は
、
『
平

の
解
説
部
分
で
、
こ
の
字
を
平
王
に
か
か
る
修
辞
で
あ
る
と
取
り
、

『
説
文
』
に
「
姫
語
也
」
、
『
広
雅
』
釈
詰
四
に
「
競
、
高
也
」
と

あ
る
の
を
指
摘
し
て
、
結
局
は
「
楚
平
王
」
の
意
で
あ
る
と
説
く
。

た
だ
、
『
平
王
問
鄭
壽
』
の
竹
簡
該
当
部
分
は
、
文
字
が
不
鮮
明
で

判
読
し
づ
ら
い
。
あ
る
い
は
別
字
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
原
釈
文
に
従
う
。

「
平
王
」
は
霊
王
の
後
の
楚
の
王
、
康
王
の
弟
に
当
た
る
。
在

位
は
前
五
二
八

S
前
五
一
六
年
。

「
平
王
命
王
子
木
至
城
父
」
と
あ
る
が
、
楚
の
平
王
の
太
子
の

建
が
、
證
言
に
よ
っ
て
楚
の
北
辺
の
城
父
の
地
の
守
り
を
命
ぜ
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
原
釈
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
『
史
記
』

楚

世

家

、

昭

公

十

九

年

に

記

載

が

あ

る

。

「
煮
食
於
許
莫
」
の
冒
頭
の
二
字
、
原
釈
文
は
「
暑
食
」
と
し
、

張
崇
礼
は
、
「
暑
、
食
於
許
皮
」
と
句
読
す
る
が
、
意
味
が
通
り
に

く
い
。
こ
こ
で
は
、
凡
国
棟
が
「
煮
食
」
と
読
む
の
に
従
う
。
「
許

莫
」
は
未
詳
で
あ
る
が
、
原
釈
文
が
指
摘
す
る
通
り
地
名
と
す
る

の
が
良
か
ろ
う
。
「
城
父
」
に
赴
く
途
中
の
地
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
何
有
祖
、
凡
国
棟
は
、
後
の
字
を
「
蒐
」
、
張
崇
礼
は
「
度
」

に
読
む
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
二
字
で
地
名
と
す
る
点
は
同

様
で
あ
る
。

「
成
公
幹
友
」
の
「
友
」
字
は
、
張
崇
礼
が
他
の
楚
簡
文
字
の

用
例
を
根
拠
に
「
友
」
と
読
む
の
に
従
っ
た
。
「
幹
友
」
は
「
成
公
」

の
名
で
あ
ろ
う
。
原
釈
文
は
こ
れ
を
「
誠
」
字
に
認
定
し
、
陳
偉

は
「
遇
」
に
読
む
。
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
説
話
と
酷
似

す
る
『
説
苑
』
緋
物
篇
で
は
、
「
成
公
乾
」
に
作
る
。

「
脆
於
疇
中
」
の
冒
頭
字
、
原
釈
文
は
「
聖
」
と
隷
定
し
「
聴
」

の
意
と
解
す
る
が
‘
陳
偉
は
「
脆
」
に
読
み
、
張
崇
礼
は
、
ほ
ぼ

同
意
で
「
坐
」
に
読
む
。
後
文
に
「
成
公
起
曰
」
と
あ
る
の
で
、

「
脆
」
ま
た
は
「
坐
」
の
方
が
対
応
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

「
疇
」
字
、
原
釈
文
は
「
諦
」
に
作
り
、
「
草
名
」
と
す
る
が
、

後
述
の
『
説
苑
』
を
参
照
し
て
「
疇
」
に
読
ん
だ
。
陳
偉
、
凡
国

棟
も
「
疇
」
に
読
み
、
『
礼
記
』
月
令
の
「
可
以
梃
田
疇
」
の
孔
疏

引
く
察
邑
に
「
穀
田
日
田
、
麻
田
日
疇
」
と
あ
り
、
『
国
語
』
周
語

(59) 



下
の
「
田
疇
荒
蕪
」
の
葬
昭
注
に
「
穀
地
為
田
、
麻
地
為
疇
」
と

あ
る
の
を
指
摘
す
る
。

「
荘
王
」
は
、
平
王
の
四
代
前
に
当
た
る
楚
王
。
在
位
は
前
六

一
三

S
前
五
九
一
年
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
六
分
冊

に
、
荘
王
に
関
わ
る
文
献
と
し
て
、
『
荘
王
既
成
』
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。「
河
淮
之
行
」
は
、
河
水
、
淮
水
地
域
へ
の
軍
行
の
意
で
あ
ろ

う
。
「
淮
」
字
、
凡
国
棟
は
、
「
雛
」
に
読
み
、
「
畠
」
に
通
じ
、
「
澤
」

の
意
で
あ
る
と
説
く
。
陳
偉
は
、
「
河
罪
之
行
」
と
読
み
、
『
左
伝
』

宣
公
十
二
年
記
載
の
郷
の
役
を
指
す
と
す
る
。
確
か
に
、
晋
と
楚

が
戦
っ
た
帥
の
戦
い
で
は
、
黄
河
流
域
が
主
戦
場
と
な
り
、
楚
の

輻
重
部
隊
は
「
衡
薙
」
の
地
に
駐
屯
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
可
能

性
は
高
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
は
、
か
つ
て
の
荘
王
の
行

軍
を
指
す
で
あ
ろ
う
e

「
饂
菜
不
葵
」
は
、
難
読
字
の
続
く
難
解
な
箇
所
で
あ
る
。
原

釈
文
は
「
臨
盈
不
菱
」
と
す
る
が
、
張
崇
礼
は
「
酪
菜
不
器
」
に

読
み
、
「
酪
」
は
「
酷
（
酢
）
」
の
意
で
あ
る
と
説
い
た
上
で
、
「
酪

菜
不
鉗
」
と
は
、
『
斉
民
要
術
』
に
説
く
「
作
酢
法
」
の
―
つ
で
、

「
甕
常
以
綿
幕
之
、
不
得
蓋
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
。
但
し
、
「
酪
」

は
次
の
句
に
「
酪
不
去
皿
」
と
あ
り
重
複
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、

「
臨
菜
不
器
」
に
読
み
、
（
荘
王
は
食
事
の
際
）
燻
製
品
は
炊
か
れ

ま
せ
ん
で
し
た
、
の
意
と
取
る
。
後
句
の
「
酪
不
去
皿
」
と
と
も
に
、

食
品
ま
た
は
調
理
法
に
関
す
る
知
識
を
説
い
た
句
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
「
酪
不
去
皿
」
の
「
酪
」
字
、
原
釈
文
は
未
釈
で
あ
る
が
、

張
崇
礼
に
従
い
、
「
酪
」
に
読
ん
だ
。

な
お
、
第
四
簡
末
尾
の
「
王
子
不
得
君
楚
、
邦
國
不
得
」
は
、

ち
ょ
う
ど
簡
末
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
後
に
墨
鉤
な
ど
が
な
い

の
で
、
こ
こ
が
全
体
の
末
尾
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
。
後
述

の
通
り
、
『
説
苑
』
朔
物
篇
で
は
、
こ
こ
に
該
当
す
る
部
分
を
「
吾

子
其
不
主
社
稜
乎
」
に
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
「
王
子
果
不
立
J

と
い
う
結
末
を
記
し
て
終
了
し
て
い
る
。

『
説
苑
』
辮
物
篇
の
説
話

本
篇
の
内
容
に
つ
い
て
、
原
釈
文
は
、
『
史
記
』
楚
世
家
、
『
左

伝
』
昭
公
十
九
年
に
、
楚
の
太
子
建
が
‘
城
父
の
地
の
守
り
を
命

ぜ
ら
れ
た
記
載
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
確
か
に
、
本
編
の
冒

頭
に
は
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
内
容
と
は
直
接

関
わ
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
陳
偉
は
、
『
説
苑
』
朔
物
篇
に
類

似
の
説
話
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
こ
で
、
次
に
、
『
説
苑
』
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

王
子
建
出
守
於
城
父
、
輿
成
公
乾
遇
於
疇
中
、
問
曰
、
「
是
何

也
」
。
成
公
乾
日
、
「
疇
也
」
。
「
疇
也
者
何
也
」
。
日
、
「
所
以
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為
麻
也
」
c

「
麻
也
者
、
何
也
」
c

日
、
「
所
以
為
衣
也
」
。
成

公
乾
曰
‘
「
昔
者
荘
王
伐
陳
‘
舎
於
有
癖
氏
、
謂
路
室
之
人
曰
‘

『
巷
其
不
善
乎
。
何
溝
之
不
浚
也
』
。
荘
王
猶
知
巷
之
不
善
、

溝
之
不
浚
、
今
吾
子
不
知
疇
之
為
麻
、
麻
之
為
衣
、
吾
子
其

不
主
社
稜
乎
」
。
王
子
果
不
立
。

王
子
建
出
で
て
城
父
を
守
ら
ん
と
し
、
成
公
乾
と
疇
中
に
遇

い
、
問
い
て
曰
く
、
「
是
れ
何
ぞ
や
」
。
成
公
乾
曰
く
、
「
昭

な
り
」
c

「
疇
な
る
者
は
何
ぞ
や
」
。
曰
く
、
「
麻
を
為
る
所
以

な
り
」
。
「
麻
な
る
者
は
、
何
ぞ
や
」
c

日
く
、
「
衣
を
為
る
所

以
な
り
」
。
成
公
乾
日
く
、
「
昔
者
荘
王
陳
を
伐
つ
に
、
有
蔽

氏
に
舎
り
、
路
室
の
人
に
謂
い
て
曰
く
、
『
巷
其
れ
善
か
ら
ざ

ら
ん
か
C

何
ぞ
溝
の
浚
わ
ざ
ら
ん
や
』
。
荘
王
猶
巷
の
善
か
ら

ず
、
溝
の
浚
わ
ざ
る
を
知
る
に
、
今
吾
子
疇
の
麻
を
為
り
、

麻
の
衣
を
為
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
吾
子
其
れ
社
稜
を
主
ら
ざ

る
か
」
。
王
子
果
た
し
て
立
た
ず
。

細
部
を
除
け
ば
、
王
輿
王
子
木
』
と
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
あ

る
。
両
者
は
、
同
エ
異
曲
の
別
伝
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ

{？ 
細
部
に
つ
い
て
一
応
確
認
し
て
お
く
と
、
『
説
苑
』
で
は
、

建
と
成
公
乾
と
が
出
会
っ
た
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

王
子

「
疇
」
と
「
麻
」
に
関
す
る
問
答
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
問
答
の
後
が
若
干
異
な
る
。
『
説
苑
』
で
は
、
「
成
公
乾
曰

V
、
昔
者
荘
王
陳
を
伐
つ
に
…
…
」
と
の
み
あ
る
が
、
『
平
王
輿
王

子
木
』
で
は
、
「
成
公
起
ち
て
日
く
、
臣
将
に
告
ぐ
る
こ
と
有
り
。

吾
が
先
君
荘
王
…
…
」
と
、
成
公
乾
が
憤
惑
し
つ
つ
立
ち
上
が
り
、

面
と
向
か
っ
て
王
子
木
に
直
言
す
る
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
『
説
苑
』
で
は
、
荘
王
が
世
俗
の
細
事
に
も
精
通
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
例
と
し
て
、
道
路
や
溝
の
清
掃
を
あ
げ
て
い
る
の
に

対
し
、
『
平
王
奥
王
子
木
』
で
は
、
難
読
字
も
あ
っ
て
確
定
し
づ
ら

い
が
、
食
料
に
関
す
る
知
識
を
あ
げ
て
い
る
の
が
異
な
る
。

さ
ら
に
‘
こ
の
成
公
乾
の
発
言
が
終
わ
っ
た
後
、
『
説
苑
』
で
は
、

「
王
子
果
た
し
て
立
た
ず
」
と
、
や
は
り
こ
の
よ
う
な
世
間
知
ら

ず
の
王
子
は
王
に
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
、
と
い
う
結
末
が
記
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
『
平
王
輿
王
子
木
』
で
は
、
そ
う
し
た
結
末
が
記

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
相
違
も
あ
る
（
注
3
)
0

た
だ
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
細
部
の
相
違
で
あ
っ
て
、
話
の
骨
格

と
主
題
は
全
く
同
一
で
あ
る
と
い
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
王
子
は
、

や
が
て
王
と
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
育
つ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

宮
中
で
大
切
に
育
て
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
‘
一
方
で
、
世
俗
の
事

情
に
も
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
、
民
情
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
e

「
疇
」
が
何
を
す
る
た
め
の
土
地
な
の
か
、
「
麻
」
が
何
を

作
る
た
め
の
も
の
な
の
か
さ
え
知
ら
な
い
よ
う
で
は
、
国
家
の
統
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『
平
王
異
王
子
木
』
の
著
作
意
図

こ

の

よ

う

に

、

王

輿

王

は

、

『

説

苑

』

朔

物

篇

記

載

の
故
事
と
ほ
と
ん
ど
同
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
両
者
の
著
作

意
図
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
同
内
容
で
あ

る
以
上
、
編
著
者
の
意
識
も
同
一
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ

、4
0

ぅ
？
力ま
ず
、
『
説
苑
』
は
、
編
者
劉
向
が
、
成
帝
の
教
育
用
に
献
上
す

る
と
い
う
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
編
邸
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
劉
向
の
政
治
的
主
張
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
も
、
こ

の
書
に
対
す
る
通
常
の
見
方
と
な
っ
て
い
る
(
H
4
)
。
ま
た
、
現
行

本
『
説
苑
』
は
、
宋
の
曾
深
が
残
本
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
‘
資
料
的
な
不
安
が
全
く
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ

は
、
現
行
本
『
説
苑
』
が
宋
代
に
お
い
て
、
原
本
『
説
苑
』
と
無

関
係
に
偽
作
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
曾
翠
の
輯

本
も
、
反
質
篇
を
除
く
十
九
篇
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い

る
と
考
え
る
の
が
通
常
で
あ
る
江
l
3
)
0

こ
の
『
説
苑
』
の
中
の
「
朔
物
」
と
い
う
篇
に
、
こ
の
故
事
は

収
録
さ
れ
て
い
る
。
趙
善
飴
『
説
苑
疏
證
』
（
華
東
師
範
大
学
出
版

仕
、
一
九
八
五
年
）
の
分
章
に
よ
れ
ば
、
こ
の
篇
は
全
三
十
二
章

治
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

か
ら
な
り
、
こ
の
故
事
は
、
そ
の
最
終
章
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
朔
物
篇
全
体
は
、
こ
の
王
子
建
と
成
公
乾
の
問
答
を

初
め
、
孔
子
と
顔
淵
の
問
答
（
第
一
章
）
、
斉
の
景
公
に
ま
つ
わ
る

故
事
（
第
九
章
）
、
ま
た
、
「
五
嶽
と
は
何
の
謂
ぞ
や
」
（
第
六
章
）
、

「
四
潰
と
は
何
の
謂
ぞ
や
」
（
第
七
章
）
と
い
っ
た
語
句
の
知
識
に

関
す
る
短
い
文
言
、
さ
ら
に
は
度
量
衡
に
関
す
る
知
識
（
第
十
三

章
）
な
ど
、
問
答
体
、
短
文
、
論
説
文
な
ど
文
体
も
様
々
に
、
古

今
の
「
朔
物
」
に
関
す
る
話
を
掲
載
し
て
い
る
。
漢
代
皇
帝
の
帝

n
さ

t

王
学
の
一
環
と
し
て
、
こ
う
し
た
「
物
を
朔
え
る
」
こ
と
が
重
視

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
平
王
典
王
子
木
』
は
、
大
部
の
文
献
の
中
の

一
篇
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
他
の
著
作
物
と
一
括
し
て
著
述
さ
れ

た
も
の
な
の
か
ど
う
か
な
ど
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
同

じ
く
‘
楚
の
平
王
に
関
す
る
故
事
を
記
し
た
『
平
王
問
鄭
壽
』
と

竹
簡
形
制
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
平
王
典
王
子
木
』
と
『
平

王
問
鄭
壽
』
と
の
区
分
を
越
え
て
、
竹
簡
の
再
配
列
を
検
討
し
よ

う
と
す
る
試
み
も
既
に
な
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
平
王
問
鄭
壽
』
の
第
六
簡
末
尾
「
臣
弟
」
に
つ
い
て
、

沈
培
氏
は
、
「
臣
弗
」
と
読
ん
だ
上
で
、
『
平
王
典
王
子
木
』
第
一

簡
の
冒
頭
の
「
知
」
字
に
接
続
し
、
そ
の
後
の
数
字
分
の
空
白
の

後
、
『
平
王
輿
王
子
木
』
本
文
が
始
ま
る
と
説
い
て
い
る
。
確
か
に
、

王

輿

王

の

第

簡

の

「

知

」

字

は

、

そ

れ

に

続

く

、
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本
文
か
ら
数
字
分
離
れ
て
お
り
、
不
自
然
な
表
記
に
見
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
沈
培
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
『
平
王
問
鄭
壽
』
の
末
尾
は
、

鄭
壽
の
「
弗
知
（
知
ら
ず
）
」
と
い
う
そ
っ
け
な
い
答
え
で
終
了
す

る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
不
自
然
な
印
象
と
な
る
。

ま
た
、
何
有
祖
氏
は
、
『
平
王
輿
王
子
木
』
第
四
簡
末
尾
の
「
邦

國
不
得
」
に
、
『
平
王
問
鄭
壽
』
第
七
簡
が
接
続
す
る
と
考
え
る
。

確
か
に
、
『
平
王
輿
王
子
木
』
第
四
簡
が
末
尾
簡
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

墨
釘
や
墨
節
が
あ
っ
て
ほ
し
い
所
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
本
文
が

竹
簡
の
下
端
で
終
了
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
を
確
認
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
本
文
を
竹
簡
末
尾
で
筆
写
し
終
え
た
の
で
、
あ
え

て
坦
釘
な
ど
を
打
た
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
ま

た
、
『
説
苑
』
朔
物
篇
の
よ
う
に
、
本
来
は
、
こ
の
話
の
結
末
が
別

簡
（
残
欠
）
に
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
直
後
に
墨
釘
な
ど
が
打
た

れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
配
列
案
が
提
示
さ
れ
る
の
は
、

『
平
王
問
鄭
褥
』
と
『
平
王
輿
王
子
木
』
と
が
竹
簡
形
制
を
同
じ

く
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
様
に
『
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
六
分
冊
に
収
録
さ
れ
た
『
荘
王
既
成
申
公

臣
霊
王
』
も
、
楚
の
荘
王
・
霊
王
に
関
す
る
故
事
を
記
す
も
の
で

あ
る
が
（
汁
6
)
‘
『
平
王
輿
王
子
木
』
と
わ
ず
か
に
竹
簡
長
が
異
な
る

だ
け
で
形
制
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
竹
簡
形
制
は
異
な

る
が
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
四
分
冊
所
収
の
『
昭
王

『
昭
王
輿
罪
之
冊
』
も
、
楚
王
の
故
事
と
い
う
点
で
は
同
じ

で
あ
る
汀
7
)
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
上
博
楚
簡
の
中
に
は
、
楚

の
王
に
関
す
る
故
事
集
の
よ
う
な
文
献
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
篇

も
そ
の
中
の
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。筆
者
は
、
先
に
、
『
昭
王
毀
室
』
『
昭
王
輿
典
之
lJi
』
を
取
り
上

げ
、
そ
の
読
者
対
象
と
し
て
、
昭
王
以
後
の
楚
の
太
子
、
貴
族
が

最
も
相
応
し
い
と
い
う
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
こ
の
『
平
王
輿

王
子
木
』
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
楚
の
太
子
教
育
の
教
科
書
で

あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
世
間
知
ら
ず
の
王
子
木

（
建
）
は
結
局
王
位
に
は
つ
け
ず
、
太
子
珍
が
即
位
し
て
昭
王
と

な
っ
た
。
想
定
さ
れ
る
読
者
と
し
て
は
、
や
は
り
昭
王
期
お
よ
び

そ
れ
以
降
の
時
期
の
楚
の
太
子
が
最
も
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。

原
釈
文
を
担
当
し
た
陳
偏
芥
氏
は
、
冒
頭
の
語
句
に
よ
っ
て
、

こ
の
篇
の
仮
称
を
「
平
王
輿
王
子
木
」
に
定
め
た
と
い
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
文
の
内
容
は
、
平
王
と
王
子
木
（
太
子
建
）
と
に

関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
王
子
木
と
成
公
幹
（
乾
）
と
の
間
答
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
主
題
も
、
平
王
と
王
子
木
と
の
関
係
と
い
う

の
で
は
な
く
、
王
子
木
の
世
間
知
ら
ず
、
太
子
と
し
て
の
見
識
不

士
口糸

五
口
1-

＝ロ
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足
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
楚
王
と
な
る
人
間
に
は
、
そ
れ
な
り

の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
本
篇
の
主
張
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
陳
偉
氏
が
、
第
一
簡
冒
頭
の
「
知
」
字
を
篇
題
で

は
な
い
か
と
推
測
し
た
点
は
、
卓
見
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
に
出
土
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
竹
簡
文
献
の
内
、
篇
題
の

記
載
位
置
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
―
つ
は
、
竹
簡
の

背
面
に
記
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
竹
簡
を
巻
い
て
保
存
す
る

際
、
背
面
に
篇
題
が
あ
っ
た
方
が
便
利
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
子
恙
』

『
容
成
氏
』
『
仲
弓
』
『
恒
先
』
『
内
礼
』
『
瞥
沫
之
陳
』
な
ど
多
く

の
例
が
認
め
ら
れ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、
冒
頭
簡
の
文
頭
に
篇
題
を

記
す
も
の
で
あ
る
。
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
に
は
、
第
一
簡
冒
頭
に

「
五
行
」
と
あ
り
、
そ
の
後
、
本
文
が
開
始
さ
れ
る
。
本
篇
の
篇

題
も
、
こ
の
例
に
該
当
す
る
と
考
え
て
不
自
然
で
は
な
い
。
も
っ

と
も
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
篇
題
の
中
で
、
一
字
の
も
の

は
な
く
、
そ
の
点
、
「
知
」
一
字
で
篇
題
と
な
る
か
ど
う
か
に
は
一

抹
の
不
安
も
残
る
。
し
か
し
、
本
篇
の
内
容
は
、
確
か
に
太
子
の

「
知
」
で
あ
る
。

こ
の
「
知
」
字
が
篇
題
で
あ
る
か
ど
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
文
献

に
お
い
て
、
楚
の
太
子
と
し
て
の
知
性
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

な
お
、
こ
う
し
た
文
献
が
戦
国
楚
簡
に
見
え
る
こ
と
は
、

王
権

(
1
)

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
六
分
冊
の
写
真
版
で
は
、
「
知
」

の
下
に
か
す
か
に
墨
釘
が
見
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
墨
釘
の
符
号

を
入
れ
た
，
〉
但
し
、
原
釈
文
で
は
特
に
こ
の
旨
の
注
記
が
な
い
。

(
2
)

な
お
、
以
下
に
引
く
諸
氏
の
見
解
は
、
す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
繁
瑣
を
避
け
る
た

め
、
氏
名
と
要
点
の
み
を
掲
げ
る
。
論
文
タ
イ
ト
ル
、
掲
載
日
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
簡
吊
網
（
武
漢
大
學
簡
吊
研
究
中
心
）
」
（
h
t
t
p

ミ
w
w
w
.
b
s
m
.
o
r
g
.
e
n
/
i
n
d
e
x
.
 p
h
p
)

、
「
簡
吊
研
究
」

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 

j
i
a
n
b
o
.
o
r
g
/
)

参
照
。

(
3
)

但
し
、
『
平
王
輿
王
子
木
』
第
四
簡
は
、
ち
ょ
う
ど
「
邦
國
不
得
」

で
終
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
墨
節
な
ど
の
符
号
が
見
え
な
い
。
先

述
の
通
り
、
こ
の
後
、
別
簡
に
『
説
苑
』
の
よ
う
な
結
末
が
記
さ
れ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
4
)

池
田
秀
三
『
説
苑
』
（
講
談
社
・
中
国
の
古
典
、
一
九
九

高
木
友
之
助
『
説
苑
』
（
明
徳
出
版
社
・
中
国
古
典
新
害
、

注

一
九
六
九

年）

に
対
す
る
教
戒
を
ま
と
め
た
故
事
集
が
、
早
く
も
春
秋
時
代
に
成

立
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
劉
向
が
漢
代

帝
王
学
の
書
と
し
て
ま
と
め
た
『
説
苑
』
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
文
献
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
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年
）
参
照
。

(
5
)
注

(
4
)
前
掲
書
の
他
、
趙
善
胎
『
説
苑
疏
證
』
（
華
東
師
範
大
学

出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
等
を
参
照
。

(
6
)
上
博
楚
簡
『
荘
王
既
成
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
の
拙

稿
「
上
博
楚
簡
『
荘
王
既
成
』
の
「
予
言
」
」
参
照
。

(
7
)
上
博
楚
簡
『
昭
王
毀
室
』
『
昭
王
輿
罪
之
肌
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
父
母
の
合
葬
ー
上
博
楚
簡
『
昭
王
毀
室
』
に
つ
い
て
—
」
(
『
東

方
宗
教
』
第
一
〇
七
号
、
二

0
0
六
年
）
、
「
語
り
継
が
れ
る
先
王
の

故
事
ー
上
博
楚
簡
『
昭
王
輿
罪
之
肌
』
の
文
献
的
性
格
ー
」
（
『
中
国

研
究
集
刊
』
露
号
（
第
四
十
号
）
、
二

0
0六
年
）
参
照
。
な
お
、
こ

れ
ら
は
、
『
上
博
楚
簡
研
究
』
（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
二

0
0

七
年
）
に
収
録
し
、
ま
た
中
国
語
に
翻
訳
し
た
も
の
を
、
拙
著
『
戟

國
楚
簡
典
秦
簡
之
思
想
史
研
究
』
（
台
湾
・
万
巻
楼
‘

1
0
0
六
年
）

に
も
収
録
し
て
い
る
。

[
付
記
]

本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
・
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究

(
B
)

「
戦
国
楚
簡
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
湯
浅
邦
弘
）

部
で
あ
る
。

に
よ
る
研
究
成
果
の

(65) 


